
Ⅰ．緒言

　近年，核家族化や少子化傾向，都市化，女性の社会

進出，情報の氾濫などにより，家族形態や家族のあり

方が変化し，育児をとりまく環境は大きく変化してい

る1)。このような環境の中で，特に妊産褥期にある母

親は，内分泌系の変化が心身に多くの変化を生じさせ

る2) ことから，産前・産後うつ病や育児不安などの具

体的問題の顕在化につながりやすい3) と考えられる。

また，都市化や核家族化により地域や家族の子育て力

が衰退している現代においては，妊娠期から母子を見

守り支援する環境の再生が求められると考える。しか

し，これまでの日本の母子保健システムは，妊娠・出

産・育児期の支援体制が分断されており，切れ目ない

サポートが存在しているとは言い切れない4)。

　このような子育てをめぐる環境の変化と支援体制を

背景として，近年我が国ではフィンランド発祥の「ネ

ウボラ」が注目を集めている。ネウボラは，フィンラ

ンド語で「アドバイスする場所」を意味し，フィンラ

ンドにおける切れ目ない子育て支援の中核となってお

り，主にかかりつけ保健師が妊娠期から就学前の子ど

もと家族を支援するための地域拠点である5)。我が国

においても，厚生労働省6 )の「健やか親子21（第２次）」

の基盤課題の１つに「切れ目ない妊産婦・乳幼児への

保健対策」を位置づけており，実際に「日本版ネウボ

ラ」をめざした母子保健システムを構築する自治体も

出てきている。 しかし，我が国におけるネウボラの

取り組みは開始されたばかりであり，ネウボラという

言葉が独り歩きし，ワンストップ窓口づくりに止まる，

ハイリスク層への限定という場合も多い7)。

　ネウボラについての研究報告は，フィンランドの育

児支援システムと看護職者の活動についての調査8) な

どがあるが，日本における研究は，ほとんど報告され

ていない。そこで，妊娠期から同一の専門職が介入し，

切れ目ない支援を実践しているNPO施設（以下，「A
施設」と述べる）の取り組みに着目し，施設を利用す

る母親の子育てに対する思いを明らかにしたいと考え

た。
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要旨　本研究の目的は，ネウボラ機能を有する施設を継続的に利用する母親の利用前後での子育てに対する

思いを明らかにすることである。研究対象者は，ネウボラ機能をもつ施設を妊娠期から子育て期まで継続的

に利用する母親３人とした。半構成的面接による個別インタビューを実施し，「施設利用前の子育てに対す

る思い」，「施設利用後の子育てに対する思い」に分けて分析をした結果，149のコードを抽出し，25のサブ

カテゴリ，10のカテゴリを生成した。施設利用前の母親は，不安や孤独を感じていたが，施設を継続的に利

用することで，心のゆとりや安心感を持つことができるようになっていた。このことから，本施設のような

信頼できる居場所や支援者の存在が重要であり，顔の見える関係づくりと社会全体での子育て支援を展開す

る必要性が示唆された。
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Ⅱ．研究目的

　本研究では，ネウボラ機能を有するA施設を継続的

に利用する母親の利用前後の思いを明らかにし，切れ

目ない子育て支援への示唆を得ることを目的とした。

Ⅲ．用語の定義

　本研究では「ネウボラ機能を有する施設」を，「妊

娠期から子育て期まで継続して同一の専門職チームが

家族を含めて支援している施設」と操作的に定義する。

Ⅳ．研究方法 

１．研究対象

　B市内のネウボラ機能をもつA施設を妊娠期から出

産後まで継続的に利用している母親３人を対象とした。

　A施設では，保健師・助産師・保育士等の専門職が

身体的・精神的ケアを行っている。妊婦・産後の母親

と子どもが自由に交流できる妊婦サロン・子育てサロ

ンのほか，様々な学びの場を提供している。

２．調査方法

　平成28年８～９月に，プライバシーが確保できるA
施設内の一室で，半構成的面接による個別インタ

ビューを，１人１回，40分程度実施した。インタビュー

ガイドを用い，「基本的属性」「A施設利用前後の子育

てに対する思い」を語ってもらった。対象者の承諾を

得てICレコーダーに録音し，逐語録を作成した。

３．分析方法

　逐語録を質的帰納的に分析した。得られたデータか

ら，施設利用前後の子育てに対する思いについて語ら

れた内容を抽出し，文脈が反映するようコード化した。

次に，類似した意味内容毎に分類し，サブカテゴリ，

カテゴリを生成した。分析内容の妥当性を確保するた

め，母子保健および質的研究に精通した複数の公衆衛

生看護学の研究者からスーパービジョンを受けた。

４．倫理的配慮 
　A施設の施設長と研究対象者には，研究目的，方法，

研究協力による利益・不利益，拒否の権利，プライバ

シーの保護，公表等について文書と口頭で説明し，同

意書への署名により研究協力の同意を得た。なお，本

研究は新潟大学医学部保健学科看護学専攻研究倫理審

査委員会の承認（2016年７月６日）を得て実施した。

Ⅴ．結果

１．対象者の概要（表1）

　対象者の年齢は30歳代が２人，40歳代が１人であり，

子どもの人数は１～３人で，全員核家族であった。

２．施設を継続的に利用する母親の思い

　対象者の語りから149のコードを抽出し，25のサブ

カテゴリ，10のカテゴリを生成した。本論文ではカテ
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ゴリを【】，サブカテゴリを＜＞，コードを「」，対象

者の語りを斜体で示し，内容理解が困難と思われる箇

所に（）で補足した。以下，カテゴリごとにサブカテ

ゴリと代表的な語りを記述する。

１）施設利用前の母親の思い（表2）

　利用前の母親の思いについては，60のコードを抽出

し，12のサブカテゴリ，５つのカテゴリを生成した。

（1）【妊娠や子育ての先が見えず，心の余裕が持てない

不安や辛さ】

　妊娠中の生活や子育てのイメージが湧かず，母親は

＜妊娠中の先が見えない不安や悩み＞や，＜先が見え

ない子育てで感じる知識不足や不安＞を抱えていた。

また子どもと母親だけの＜一対一の子育てで心の余裕

が持てない辛さ＞や，＜子どもを産み育てることへの

重圧感＞を感じていた。

ぎゃん泣きされたりすると，どうしたら良いか分か

らなくなる，誰もいない，２人きりだとなんで泣い

ているんだろうと思って…。（Cさん）

（2）【専門職に相談したかったという思いとその場限り

の相談に対する諦め】

　母親は，＜専門職に相談したかったという思い＞を

持つ一方で，初対面の専門職による＜その場限りの育

児相談に対する諦め＞の気持ちを抱いていた。

その場限りの保健師さんだったりするので，本当は

言いたいことが別にあるんだけどかっこつけて当た

り障りないところを相談して…。（Aさん）

（3）【子連れで安心して出かけられる場の希求】

　母親は，＜子連れの外出時に周囲の目を気にするこ

とによる気疲れ＞を感じ，＜利用しやすい子どもの遊

び場を求める気持ち＞を持っていた。

他の所でぎゃん泣きされちゃうとこっちが変な汗を

かいちゃう，気を使うっていうか。（Cさん）

（4）【家族に頼れない孤独】

　仕事を持つ夫に気を遣い，母親は＜家族に頼れない

という気持ち＞や，＜家族から認められず助けてもら

えない寂しさ＞を感じていた。

夫は仕事に行かなきゃいけないから（中略）そんな

に言えない…。（Bさん）

（5）【限られた交友による孤立と，母親同士の交流の希

求】

　出産や子育てで友人と疎遠になり，母親は＜限られ

た交友により子育ての話を共有できない不安や孤独＞

を抱え，＜同じくらいの子どもの母親との交流を求め

る気持ち＞を持っていた。

友達も出産・子育てで疎遠になるからお話しを聞け

る人が数少なくて不安で…。（Cさん）

２）A施設利用後の母親の思い（表2）

　A施設利用後の子育てに対する思いについては，89

のコードを抽出し，13のサブカテゴリと５つのカテゴ

リを生成した。

（1）【先を見越した支援による心のゆとり】

　妊娠期から施設に通うことで母親は，＜妊娠期から

の学びの場の利用による心の余裕＞や，＜先を見越し

たスタッフの関わりによる効果の実感と心のゆとり＞

を感じていた。

妊婦ケアコースとか妊婦サロン行った後は，「あ，

私も妊婦だった」っていうのを思い出して，お腹の

ID A B C

年代 30代 40代 30代

就労 無 有 有

子どもの人数
（年齢）

3人
（8歳・4歳・0歳）

2人
（6歳・4歳）

1人
（0歳）

家族構成 夫・本人・子ども 夫・本人・子ども 夫・本人・子ども

施設利用の
きっかけ

引っ越したばかり
で子どもを遊ばせる
のに良い所がないか

と探していた

第一子の子育てで
戸惑っていた時に、
ネットで存在を知り、
見てもらいたいと

思った

ネットで見ていて、
自宅の近くにあると
知り、子どもの役に
立つのであればと

思った

施設の
利用状況

第一子が3歳の頃
から利用、第二子、
第三子の産前時期
から月1回程度利用

第一子が2か月の頃
から利用、第二子の
産前時期から育休中
に頻回利用、仕事復帰
後は年に1回の利用

第一子の産前時期
から月3～4回の

利用

表１　研究対象者の概要

ネウボラ機能をもつ施設を継続的に利用する母親の思い

～妊娠期から子育て期に焦点を当てて～

－91－



妊
娠

中
の

先
が

見
え

な
い

不
安

や
悩

み
妊

娠
中

に
産

後
の

生
活

や
子

育
て

に
対

す
る

準
備

が
足

り
ず

、
イ

メ
ー

ジ
が

湧
か

な
か

っ
た

7

先
が

見
え

な
い

子
育

て
で

感
じ

る
知

識
不

足
や

不
安

妊
娠

・
出

産
に

関
す

る
情

報
が

少
な

く
産

ま
れ

た
時

の
洋

服
の

着
せ

方
も

分
か

ら
な

か
っ

た
1
2

一
対

一
の

子
育

て
で

心
の

余
裕

が
持

て
な

い
辛

さ
病

院
か

ら
自

宅
に

帰
り

、
一

対
一

で
の

子
育

て
が

辛
い

と
感

じ
て

い
た

8

子
ど

も
を

産
み

育
て

る
こ

と
へ

の
重

圧
感

一
対

一
で

子
ど

も
を

見
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

気
持

ち
が

あ
っ

た
4

専
門

職
に

相
談

し
た

か
っ

た
と

い
う

思
い

専
門

職
に

子
ど

も
の

様
子

を
見

て
も

ら
い

た
か

っ
た

2

そ
の

場
限

り
の

育
児

相
談

に
対

す
る

諦
め

そ
の

場
限

り
の

育
児

相
談

で
は

本
当

の
悩

み
を

吐
露

で
き

ず
、

当
た

り
障

り
の

な
い

こ
と

を
相

談
し

て
い

た
4

子
連

れ
の

外
出

時
に

周
囲

の
目

を
気

に
す

る
こ

と
に

よ
る

気
疲

れ
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

は
子

ど
も

を
遊

ば
せ

る
こ

と
が

メ
イ

ン
で

あ
る

た
め

、
気

疲
れ

を
し

て
足

が
遠

の
い

た
4

利
用

し
や

す
い

子
ど

も
の

遊
び

場
を

求
め

る
気

持
ち

近
所

の
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

は
利

用
可

能
時

間
が

短
く
、

タ
イ

ミ
ン

グ
を

逃
す

と
行

け
ず

に
孤

独
に

な
っ

た
3

家
族

に
頼

れ
な

い
と

い
う

気
持

ち
仕

事
を

持
つ

夫
に

気
を

使
い

、
あ

ま
り

相
談

で
き

な
か

っ
た

5

家
族

か
ら

認
め

ら
れ

ず
助

け
て

も
ら

え
な

い
寂

し
さ

両
親

を
含

め
、

家
族

が
誰

も
育

児
を

褒
め

て
く
れ

な
か

っ
た

3

限
ら

れ
た

交
友

に
よ

り
子

育
て

の
話

を
共

有
で

き
な

い
不

安
や

孤
独

近
所

に
同

世
代

の
子

ど
も

が
多

く
い

る
は

ず
な

の
に

出
会

え
ず

、
孤

独
を

感
じ

た
5

同
じ

く
ら

い
の

子
ど

も
の

母
親

と
の

交
流

を
求

め
る

気
持

ち
同

じ
く
ら

い
の

子
ど

も
の

母
親

と
話

す
機

会
を

探
し

て
い

た
3

妊
娠

期
か

ら
の

学
び

の
場

の
利

用
に

よ
る

心
の

余
裕

妊
婦

ケ
ア

コ
ー

ス
や

妊
婦

サ
ロ

ン
に

行
く
と

、
自

分
の

身
体

に
目

が
向

き
、

妊
婦

ラ
イ

フ
を

楽
し

め
る

よ
う

に
な

っ
た

5

先
を

見
越

し
た

ス
タ

ッ
フ

の
関

わ
り

に
よ

る
効

果
の

実
感

と
心

の
ゆ

と
り

妊
娠

期
か

ら
ス

タ
ッ

フ
に

相
談

し
、

さ
ら

し
を

巻
く
等

の
体

調
管

理
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

育
て

や
す

さ
に

違
い

が
あ

る
と

感
じ

た
3

肩
の

荷
を

下
ろ

せ
る

よ
う

な
ス

タ
ッ

フ
の

関
わ

り
に

よ
る

気
持

ち
の

落
ち

着
き

気
持

ち
を

吐
き

出
せ

る
よ

う
な

顔
見

知
り

ス
タ

ッ
フ

の
関

わ
り

と
具

体
的

な
提

案
に

よ
っ

て
気

が
楽

に
な

り
、

子
ど

も
の

状
態

も
落

ち
着

い
た

1
1

母
親

が
主

役
に

な
れ

る
ス

タ
ッ

フ
の

関
わ

り
に

よ
る

心
地

よ
さ

母
親

が
主

役
で

あ
り

、
母

親
に

寄
り

添
っ

て
く
れ

る
心

地
よ

さ
が

あ
っ

た
4

い
つ

で
も

ス
タ

ッ
フ

に
頼

れ
る

安
堵

感
毎

回
同

じ
顔

見
知

り
の

ス
タ

ッ
フ

と
会

え
る

た
め

、
心

の
距

離
が

ぐ
っ

と
縮

ま
っ

た
5

顔
見

知
り

の
ス

タ
ッ

フ
か

ら
継

続
し

て
み

て
も

ら
え

る
安

心
感

顔
見

知
り

の
ス

タ
ッ

フ
か

ら
今

の
時

期
に

合
わ

せ
た

専
門

的
な

助
言

を
も

ら
い

、
気

持
ち

を
汲

ん
で

も
ら

え
る

こ
と

で
気

持
ち

が
楽

に
な

っ
た

7

専
門

的
な

助
言

に
よ

る
信

頼
感

と
効

果
の

実
感

根
拠

の
あ

る
助

言
に

納
得

で
き

、
実

践
す

る
と

効
果

が
得

ら
れ

た
1
7

居
場

所
が

で
き

た
こ

と
に

よ
る

子
ど

も
に

対
す

る
前

向
き

な
思

い
1
人

で
通

っ
て

も
自

分
の

気
持

ち
を

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

で
き

、
上

の
子

へ
の

接
し

方
が

優
し

く
な

っ
た

6

気
兼

ね
な

く
子

ど
も

を
連

れ
て

行
け

る
安

心
顔

見
知

り
の

ス
タ

ッ
フ

や
母

親
仲

間
が

い
て

、
ゆ

っ
た

り
と

第
二

の
我

が
家

の
よ

う
に

過
ご

せ
た

9

家
族

と
共

有
で

き
た

子
育

て
夫

が
A

施
設

の
保

健
師

に
教

わ
っ

た
抱

き
方

を
実

践
し

て
く
れ

る
等

、
子

育
て

に
関

し
気

持
ち

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

5

心
の

余
裕

が
で

き
た

こ
と

に
よ

る
気

持
ち

の
広

が
り

気
持

ち
の

余
裕

が
で

き
、

自
分

を
育

て
て

く
れ

た
実

母
の

気
持

ち
を

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
4

母
親

仲
間

と
悩

み
を

共
有

で
き

る
喜

び
同

じ
く
ら

い
の

子
を

も
つ

母
親

が
い

る
こ

と
で

、
皆

同
じ

で
皆

大
変

な
の

だ
と

分
か

り
、

安
心

し
た

7

周
り

の
母

子
と

の
関

わ
り

か
ら

得
ら

れ
る

学
び

自
分

よ
り

1
か

月
早

い
出

産
予

定
の

妊
婦

さ
ん

か
ら

寝
せ

方
な

ど
を

具
体

的
に

教
え

て
も

ら
い

、
刺

激
を

受
け

た
6

カ
テ

ゴ
リ

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

コ
ー

ド
の

例
コ

ー
ド

数

（
4
）
家

族
に

頼
れ

な
い

孤
独

（
5
）
限

ら
れ

た
交

友
に

よ
る

孤
立

と
、

母
親

同
士

の
 交

流
の

希
求

施 設 利 用 後 の 子 育 て に 対 す る 思 い

（
1
）
先

を
見

越
し

た
支

援
に

よ
る

心
の

ゆ
と

り

（
2
）
な

じ
み

の
専

門
ス

タ
ッ

フ
の

継
続

的
な

関
わ

り
に

 よ
る

信
頼

や
安

心

（
3
）
子

連
れ

で
の

居
場

所
が

で
き

た
安

心
と

前
向

き
 な

思
い

（
4
）
家

族
と

の
子

育
て

の
共

有
と

気
持

ち
の

広
が

り

（
5
）
仲

間
と

子
育

て
を

共
有

す
る

喜
び

と
学

び

施 設 利 用 前 の 子 育 て に 対 す る 思 い

（
1
）
妊

娠
や

子
育

て
の

先
が

見
え

ず
、

心
の

余
裕

が
 持

て
な

い
不

安
や

辛
さ

（
2
）
専

門
職

に
相

談
し

た
か

っ
た

と
い

う
思

い
と

そ
の

 場
限

り
の

相
談

に
対

す
る

諦
め

（
3
）
子

連
れ

で
安

心
し

て
出

か
け

ら
れ

る
場

の
希

求

表
２
　
施
設
利
用
前
後
の
子
育
て
に
対
す
る
思
い

久慈　彩佳・小林　恵子・八尾坂志保

－92－



子に語りかけたり…。（Aさん）

（2）【なじみの専門スタッフの継続的な関わりによる信

頼や安心】

　施設のスタッフと顔見知りになった母親は，＜肩の

荷を下ろせるようなスタッフの関わりによる気持ちの

落ち着き＞や，＜母親が主役になれるスタッフの関わ

りによる心地よさ＞を感じていた。また，＜いつでも

スタッフに頼れる安堵感＞や，＜顔見知りのスタッフ

から継続してみてもらえる安心感＞，＜専門的な助言

による信頼感と効果の実感＞があった。

自分の子どもの成長も（中略），色々悩んでいたこ

ととか，少しずつ改善されていく過程も（スタッフ

に）見てもらえるからすごい良い…。（Bさん）

（3）【子連れでの居場所ができた安心と前向きな思い】

　施設を継続的に利用することで母親は，＜居場所が

できたことによる子どもに対する前向きな思い＞や＜

気兼ねなく子どもを連れて行ける安心＞を感じていた。

ゆったり過ごせるし，知ってるママも知ってるス

タッフさんもいるしっていう感じで第２の我が家み

たいな感じで使ってます。（Aさん）

（4）【家族との子育ての共有と気持ちの広がり】

　母親は施設で得た知識を家族に話すことで，＜家族

と共有できた子育て＞を実感していた。また自身の母

親に思いを馳せるなど，＜心の余裕ができたことによ

る気持ちの広がり＞が生まれていた。

自分の母親に対してもこういう風に私のことを見て

いてくれたのかな，とかそういう風に考えられるよ

うになってきて…。（Bさん）

（5）【仲間と子育てを共有する喜びと学び】

　施設で周囲の母親と接することで母親は，＜母親仲

間と悩みを共有できる喜び＞や，＜周りの母子との関

わりから得られる学び＞を感じていた。

（周囲の母親が）持ってきているお弁当を見て，「そ

うやって作れば良いんだな」って思って。本当に来

ることが勉強になる。（Cさん）

Ⅵ．考察

１．孤独な子育てから母親が主役の子育てへ

　A施設利用前の母親は，妊娠期から出産・子育ての

イメージが出来ないことによる不安や重圧を感じてい

た。また，坂本9) は，育児に専念する生活が社会との

接点を失って，母と子の密室状況に置かれることによ

り，母親を育児不安へ追いやっていると述べている。

本研究においても，母親は子育て仲間が少ないことや

家族に頼れない孤独感を抱き，専門職とのその場限り

の相談に諦めの思いを語っていた。このことからA施

設利用前の母親は，一対一の子育て環境に置かれ，強

い不安や孤独を感じていたのではないかと考えられる。

しかし，A施設を継続的に利用することにより，母親

の子育てに対する思いが変化したと考えられる。その

理由として，主に以下の二つが挙げられる。

　一つは，妊娠期から子育てに対する心身の準備がで

きたことである。生後４～11か月の子どもを持つ母親 
1,500名を対象とした調査10) によると，妊娠中から出

産後の子育てのサポートについて準備をしていた人

は，出産後に受けたサポートに対して高い満足度を得

ていた。A施設では，妊娠期から身近な子育ての情報

が得られる上，各期に合わせた専門知識を学ぶことが

できることから，母親は妊娠中から子育てに対するイ

メージを持て，それに対応するための心身の準備がで

きたと考える。

　二つ目は，母親が一対一の子育て環境から解放され

たことである。牧野11) の調査では，学習や地域活動な

どに出かける機会の多い人ほど，子育て不安が小さ

かった。本研究でも，母親はなじみの専門スタッフの

継続的な関わりや，母親仲間との子育ての共有により，

安心感や喜びを得ていた。野口ら12) は，子育て支援セ

ンター等に参加している母親が，子どもにいろいろな

遊びや，他の子どもとの遊びを体験させること，母親

自身も他の親と話すことを期待し，その効果を得てい

ると報告している。しかし，従来の子育て支援センター

等では，必ずしも保健師等の専門スタッフが常駐して

いるとは限らない。ネウボラ機能をもつA施設では，

母親が中心に置かれ，顔見知りの専門スタッフからの

継続的なサポートを得たり，母親仲間と子育てを共有

できることにより，母親は子育ての重圧から解放され，

不安が減少していったと考えられる。

２．切れ目ない子育て支援への示唆

　日本における子どもを産み育てるための支援システ

ムの構築について古川ら13) は，人間が人間を産み育て

るという重要な時期に女性が持つ力を最大限に発揮で

きるよう，妊娠期から継続的に支援する体制が必要で

あると述べている。このことから，A施設のような妊

娠期から信頼して利用できる場所や専門職の存在が重

要となる。また母親主役の関わりをしながら，母親が

子育てに肯定的なイメージを抱けるよう，妊娠期から

顔の見える関係づくりを展開する必要があると考える。

　さらに，中川14) は，子育ては社会全体で見守り支え
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るという社会モデルで対応する方向が今後さらに強調

されると述べている。本研究においても，子育て仲間

やスタッフ，家族に支えられながら子育てをすること

の有効性が示唆された。

３．本研究の限界と課題

　本研究は，全国の自治体でネウボラに関する取組み

が進められているにも関わらず，実態が把握できてい

ない利用者の思いについて記述した報告としては意義

がある。しかし，対象がネウボラ機能をもつ施設が１

施設，かつ研究対象者が３人であることから，一般化

するには限界がある。今後は，対象施設および対象者

数を増やし，検討していく必要がある。

Ⅶ．結論

１．A施設利用前の母親は子育てに重圧や不安を感じ

ていたが，専門性と顔見知りの親しみやすさを併せ

持つA施設の継続的な利用を通じ，信頼感や安心感

が得られ，継続的な心のゆとりを持つことができた。

２．母親にとって妊娠期からの信頼できる居場所や支

援者の存在が重要であり，顔の見える関係づくりが

必要である。
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Abstract　Changes in feelings regarding child rearing in mothers that are continuously using an NPO facility with 
Neuvola functions were investigated, aiming to identify the effects of continuous child rearing support. Participants were 
mothers (N=3) that continuously used a NPO facilities with Neuvola functions from their gestation period until after 
childbirth. Semi-structured interviews were conducted individually and results were analyzed from the following 
perspectives: “feelings towards child rearing before using the facility” and “feelings towards child rearing after using 
the facility.” As a result, 158 codes were extracted and 18 categories including 43 sub-categories were developed. It was 
indicated that mothers felt anxiety and loneliness before using the facility. Through continuous use, they came to feel 
relaxed and safe. It is considered important for mothers to have a place they can rely on, such as this facility, as well as 
reliable supporters. The need to support child rearing by society as a whole and to build face-to-face relationships is 
suggested.
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